
３学期始業式校長講話要旨 

〇新年あけましておめでとう 

 ２０２５年、令和７年が明けました。今年は昭和でいうと、昭和１００年になります。昭和１００

年とはいえ、大正１５（１９２６）年１２月２５日に大正天皇が亡くなり、即日改元で、その日に昭

和元年になりました。１９２６年１２月２５日は大正１５年であり、昭和元年ということになりま

す。昭和元年は僅かに１週間でした。昭和天皇が昭和６４（１９８９）年１月７日に亡くなり、翌

日改元で１月８日から平成元年になりました。昭和６４年も１週間でした。ですから昭和は６４年

間というより、実質は６２年と最初と最後の２週間ということになります。 

１９６８（昭和４３）年は、明治１００年に当たり明治百年記念として、様々な行事が行われま

したが、昭和百年の事業は何があるのでしょうか。 

 

〇年賀、年賀状の由来 

去年の１０月１日に郵便料金が値上げとなりました。年賀はがきもこれまで６３円だったものが８

５円になり、このことも契機となり、年賀状の配達枚数はかなり減少したようです。 

皆さんは年賀状を送った、あるいはもらったことはありますか？ 

年賀状の歴史は古く、平安時代までさかのぼると言われていますが、確証はありません。平安時代

頃からは年の初めにお世話になった人や親族の家をまわって挨拶をする年始回りの習慣が広まりまし

た。これは昭和の時代あたりまで広く行われていました。 

江戸時代になると付き合いが広くなり、書状で挨拶を済ませることも増えていきました。新年を祝

う書状を届けるのには飛脚が活躍しました。年始回りを簡略化したものが年賀状のルーツだといわれ

ています。 

明治４年（１８７１年）に郵便制度が始まり、明治６年（１８７３年）に郵便はがきの発行が始ま

りました。定額の切手を貼れば全国一律（北海道から沖縄まで）に、はがきや手紙などを送ることが

できるというのが近代国家としての証しであったので、明治政府は近代郵便制度をつくり、鉄道網の

整備とともに、通信手段を作っていきました。 

明治２０年（１８８７年）頃には郵便制度が充実して、年賀状も激増してきました。元日の消印を

ねらって年末に投函する人も増え、郵便局員たちは文字通り、不眠不休で消印作業にあたったそうで

す。現在と同じように年末のうちに受け付けて元日に配達する年賀郵便の特別取扱いが明治３２年（１

８９９年）に導入され、徐々に全国に広がりました。明治３８年（１９０５年）には約１億枚だった

年賀状もピークの平成１６年（２００４年）には約４４億５０００万枚まで増えたそうです。今年（２

０２５年）の年賀はがきの当初発行枚数は１０億７０００万枚で、昨年（２０２４年）の１４億４０

００万枚から２５．７％も大きく減少し、最盛期と比べると１／４程度に減少しました。 

また、大正１２（１９２３）年の関東大震災や、大正天皇が亡くなった大正１５年は、その翌年の

配達分の特別取扱が中止になっています。戦前の時代では、物資の節約のため昭和１６（１９４１）

年から年賀状の特別取り扱いが廃止されました。日米開戦はこの年の１２月ですから、アメリカとの

戦争前から郵便事情は戦時体制だったということでしょう。この年の東京中央郵便局が集配した年賀

状は１／３に減少したそうです。 

終戦後の昭和２３（１９４８）年には、年賀状の特別取扱と年賀切手の発行が再開されました。こ



の年から年賀切手の図柄が干支にちなんだ郷土玩具のものになりました。翌年の昭和２４（１９４９）

年からお年玉付き年賀はがきが発行され、大きな話題を呼びこれを機に年賀状の取扱量は急激に伸び

ていきました。 

本来多くの高校では、アルバイトは禁止が原則ですが、年末年始の年賀状の郵便配達だけは別で、

私も高校１年２年の時は年賀状配達のアルバイトを、高校の同級生たちと一緒にしました。今から５

０年近く前のことです。そのくらい年賀状の配達枚数は多かったのです。 

 平成２９（２０１７）年６月１日に郵便料金が値上げされ、通常はがきも５２円から６２円とされ

ましたが、平成３０年（２０１８）年用に限り年賀はがきは旧料金の５２円のままとしました。これ

は年賀はがきの発行枚数の減少を食い止める効果を期待しての値段据え置きでしたが、結果として総

発行枚数は前年比より５．６％減少しました。翌年から通常はがきと年賀はがきは同一の料金となり

ました。今回の郵便料金の値上げでも年賀はがきは値上げ前の料金で通用するかと思いましたが、７

年前のことがあるので同じく値上げされたのでしょう。 

 ＳＮＳなど通信手段が多様化したことと、個人情報の管理から自宅の住所を公開することもなくな

ることと、そもそも年賀状を送る習慣がない世代が増えてきたため、正月の年賀状もそのうちなくな

ってしまうのかもしれません。 

 

○進路について考える 

 「世に生を得るは事をなすにあり」とは幕末の坂本龍馬の有名な言葉です。これは、人間、生まれ

たからには大きな仕事を一つ仕上げようという意味です。これから皆さんがどういった目標をもって

人生を生きるかが問われています。 

 歌人の九条武子の言葉に 

「自分の生命を打ち込むことの出来る仕事を、もっているものは幸福である。そこに如何なる苦難

が押し寄せようとも、たえざる感謝と新しき力のもとに生きてゆくことが出来る。生命は仕事ととも

に不滅である」 

 自分のやりたいことが見つかって、そのことに一生懸命に打ち込むことが大事です。自分が打ち込

むことの出来るものを見つける、そのきっかけだけでもいいから、本校の生活の中で見つけてくださ

い。 

 勉強という文字について考えてみましょう。勉強の勉は訓読みでは「つとめる」と読みます。強は

しいるとも読みます。勉強とは「つとめてしいる」ことという意味にもなるでしょう。中学生、高校

生、十代の時期は自分自身で「つとめて しいる」時期ではないでしょうか。この場合、勉強・学習だ

けではありません。部活動やほかの活動等、様々な学校生活で、自分で自分に対して「つとめて しい

る」。そうしないと成長できません。中学・高校の時期になるべく沢山の経験をしてほしいと思います。 

「二兎を追うもの一兎も得ず」という言葉があります。二つのことを同時進行で行うと、両方とも

得ることができないという意味ですが、皆さんのこの時期には「二兎を追う」ことも必要です。学習

も部活動も併せて「二兎を追う」、あるいは他も加えて「三兎を追う」、この時期だからこそできるの

です。「つとめて しいる」その結果、得るもの成長することは大きいと思います。 

新年度の始まりの気概、意気込みとしてのお話をしました。 


